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日・英同で逆の語順となるかけ算表記への私の対処法

湊　　 三 郎
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耳．はじめに

数の乗法の表記において日本語と英語との間で意味から生じる逆順に関して，乗法九九

を扱った邦文論文に附す英文要約の執筆においてそれへの対処が求められた．こういった

論題を扱わない場合でも，英文論文の執筆や英語原著の邦訳においてこの種の対処は常に

念頭に置く必嬰がある．十分に留意していたつもりなのに，投稿した論文の査胱者に指摘

された経験（文献欄の③の論文）を私はもっている．本論考ではいくつかの論文や邦駅書に

おいて私が行ってきた対処の流儀の実際を記すことを主目的とし，これと整合的な実際的

経験，及び辞典の関連する記述の一例とを与え，最後に，私の算数・数学教育研究観から

この種の文化的・社会的性格をもつと私が捉える問題に対する教師の対処に関する若干の

私見と希望とを述ぺる．

なお, 以下において共著論文の場合, 論文のこのような使用は想定していたものでなく，

共著者の氏名を明記せずにここでは一応「他」と記すことにした．いずれも文責は私にあ

る論文である．このため，共著者 の了解を求めることはしなかった．

2｡ 対処の具体例

（1） 乗法九九に関する邦文論文の英文要約において　文献 ②

邦文p.ll, 下５・４(下記左)，

被乗数の困難度による　12873.11

乗数の困難度による　　4830.11

英 文 要 約　p.18. 上9 ・10( 下 記 右).

Ｂｅtｗｅｅｎ ｍｕltiplier dimc ｕlty leｖe1　　12873. Ｈ

Ｂｅtｗｅｅｎ ｍｕltipicand dimc ｕlty leｖe1　　4830.11

以上は分散分析に関して乗数と被乗数の分散の大きさを示したものである，二数の積を

ａＸ みと記して具体的に示し，若干の補足を付けて日本語の場合に関する実態を示した方

がよかったかも知れない．

（2 ） 邦 文 論 文 の 英 文 要 約 部 分 に お け る 研 究 方 法 の 記 述 に お い て　 文 献 ③

P-26 下13 （ 英 文 要 約 部 分 ）

Ａ ｃｈｉｅｖｃｍｃｎt tｃｓt. ｗMch i ｓ 3 χ45 minnt ｃｓ Iomg in t ｉｍ ｅ ｈｌ ｅａｃｈ tｉｍｅ ｐｏｉｎt ａｎｄ ・ ・・
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上記英文は日本語嬰約の直訳ではなく，直接対応する邦文があるわけではないが，日本語

では「 １単位45 分の３単位時間（で120 分）」となることを記したのである．

（3）英語原著の邦訳におけるかけ算の表記において

教諭J:　 ‥･　 辺の数が分かると，それから２を引き，

が内角を加え合わせた値です。pj5 ，124.

文献 ⑤

その数を180 度に掛けます。これ

( 原 著)P.45
，8.1f l t ａｋｅ tｈｅ ｎｕｍ

ｂｅr of ｓｉｄｅｓ， and l ｓｕｂtｎｌｃt Ｗ ｏ， ａｎｄ ｌ ｍｕltiply that 
ｍ･ ｍｂｅr

tｉｍｅｓ ｏｎｅ ｈｕndred eighty degr ｅｅｓ, lht
ｗiU 咄 ｍ ｅ ｈｏｗ ｍａｎy degr ｅｅｓ tｈｅｓe add ｕp t

ｏ･

邦 訳 版p.61[ 注]4) 原 文 で は( 辺 の
数) ×(180 度) の 語 順 で す が ， 日 本 語 の

語 順 に 直 し ま

し た 。

(4)

Ｋ.I-Ｌ

英語 原著の邦駅 におけ るかけ算の表記 におい て（例示 ） 文 献 ①p,126

”Giｖｅ ｍｅ tｗｏ ｎｕnlbers （lesｓ than 6 ｓｄ ｎｏt l, 2,０r4）”

Sｏｍｅｌａｄ

Ｋ.Ｈ.

L Ｏllｋｅ

"３ ａｎｄ ５“

ｌ゙ ｎｍ ｇｏｉｎｇ tｏ ｍａｋｅ ｕｐ ａｎｏther ｎ゛l”lber ｕｓing m ｕltiple ｓ of 3 and 5 ， 11ke:

17 ＝4(3) 十l(5)

Ｎ ｏｗ y ｏｕ ”`“ｋｅ ｍｅ １２”

“4(3) ＋0(5) ”

邦訳版p.208 の注　 代数学でなじみの記法と思われるので，乗法を構成する２数の順序

は原書のまま.すなわち日本語の場合とは逆順とする．

3. 実際的経験．及びある対訳辞典における記述

（I） 実際的経験

数の乗法の順序が日本語と英語との間で逆順であることについて，英語を母国語とする

外国人（例えば，sｔ ｃｌｏｕd州立大学秋田校教養数学講師Ｌ. バンネス氏）に対して下記の如

き質問をあちこちで行った．結果はいずれも日本語と逆順であることを示した．なお，図

式Ｐ,Ｑと答 Ａ,Ｂの提示順序，及び口頭によるか文によるかの方法は時どきで異なる．

（ ● ● ｅ），（ ● ● ● ）;・　　 （ ● ● ），（ ● ● ），（ ● ● ）．

図P.　　　　　　　　　　　　　　 図 Ｑ･

(質問) リッゴ(●)の総数をかけ算で表す場合，図 Ｐ に適するのは次の①，②のかけ算

のどちらですか。また，図Ｑに適するのは①，②のかけ算のどちらですか。

①　３× ２　→　 口 ，　　 ②　 ２×３　→　 口。

結果は，Ｐ： ② ２×３， Q: ①　3×2
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秋田大学教育学部の数学科学生に事前知識を与えずに上記と同様な調査を二三度行った

結果では，一回三十数名の被験者のほぽ全員が

P:①　3×2，　　　Ｑ:②　2×3

と答えたが，例外的に英語流の答えをした者が一名いたことがある．この学生に問いただ

してみたところ，形式的な理解のもとで答えられていたことがわかった．算数・数学系を

除く小学校教員養成課程の学生に同様な調査を行った経験はわずかしかないが，英語流の

答えは一件もなかったと記憶している．この結采は，数学系の学生には意味を無視しても

平気な者がいるのではないかとの仮説を私にたてさせた．

（2）算数・数学用語対訳辞典におけるかけ算の解脱　文献 ④，p.12，

1-8　 整数のかけ算

【解説】1） 同じ数ずつ束ねられたものが

いくつかあるとき，束ねられているものの

すべての数は,かけ算を使って求められる．

例えば，５ こずつ束ねられている束が ３

こあるとき, 束ねられているものの総数は，

５×３で求められる．

2） 「5 の３倍」は日本語では５×３にな

るが，英語では逆に３×５となる.

3）2 つの数 α,ゐ の積 ａＸ ゐ をつくるこ

とをかけ算とい う．このとき，ａ をかけら

れる数（被乗数），ゐをかける数（乗数）とい

う．

【Ｅｘｐｌａｎｄ ｏｎ】I ）M ｕltiplicat ｉｏｎ ｃａｎ ｂｅ

ｃｏｎｓiden;d a q ｕick ｗａy ｏｆ ｃｏｕｎting a glx ）ｕp

ｗho ｓｅ ｅｌｅｍｃｎtｓ al ℃afiangcd in s ｕbg μ）ｕpｓ of

tlle sａｍｅ siｚｅ. Ｔｏ ｄｅtｅrｎｌｉｎｅ tｈｅ ｎｕｍｂｅｒ ｏｆ

ｅｌｃｍｅｎtｓ jn ll gm ｕｐ ｃｏｎsisling of 3 s ｕbgm ｕｐ６

ｅａｃｈ ｏｆ ｗhich ll ｓ ５ ｃｌｅｍｅｎｌｓ， ｗｅ ｍｕltiplｙこ

the　g μ）ｕp　ha ｓ　 ａ　t ｏtａ】of 3 ×5 ＝ １５

ｅｌｅｍｅｎts.

2 ）3 ｓｅtｓ of 5 1 ｗrｊＵｅｎ ５ × ３ １ｎ Ｊａｐａｎ， bｕt

3 ×5 1n Bnglish･

3 ）ln tlle m ｕltiplicatｉｏｎ， ａ Ｘ ゐ ＝ ｃ，a is

called t ｈｅ ｍ ｕlliplicj･ｎｄ， みi ｓ called t ｈｅ ｍ ｕlti-

plier ， ａｎｄ ｃ ｊｓ tｌｌｅ ｐｎ】dｕgt in Japalles ｅ.

（ 注 記　 私 ほ こ の 辞 典 の 学 会 編 集 委 員 で あ る が ，
．

こ の 部 分 の 執 筆 者 で は な い ． ）

4. 算敬 一数学教育に関する文化的，社会的問題への対処に関する私見と希望

以下では標記のことを記して結びに代える．従来，算数・数学教師は校内で責任を果た

せば十分と考えられていた．これに対して文化陥に立てば更なる性格が付加される．教師，

特に近年増加しつつある修士以上の学位をもつ教師．さらに教育現場において指導的立場

を要請されている教師は学校の内・外における文化的・社会的義務を果たすべきである．

文化的には，学校教育を文化の伝達と発展とみれぱ，これが学校において果たされる教師

の仕事であるこ とは当然であるが，教師は学校における指導を通して定型的水準の数学文

化の発展に，通常は間接的ながら総合的な意餓の元で関わる立場にあり，また専門技術的

数学の妥当性の確証に，これも間接的ながら総合的に関わっているなど，数学文化の保持

・発展に対する幅広い責任をもち，頼りになる存在として想定されている．学校で果たさ

れている職務はその一部であると私は捉える．

社会的責任とは，定型的，専門技術的の両水準の数学文化の保持や発展の推進を社会に
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求めること，更にはそれに対する反社会的・反文化的な圧力に対抗して学校外の社会的活

動に取り組むことであり，これは研究者にも求められるが，文化的活動を義務とする各教

師にも求められる．例えば，学会における研究活動もそのーつであるし，社会的場での発

言も考えられる．この圧力が教宵現場に向かう場合，教師の取り組みに一層大きい期待が

かけられるのは当然で，時には保護者に対する脱明も必要となろう.

Bishop，Ａ.J. ①は彼の著轡において，数学教育学共同体という言葉を学会・教師等の集

団に対して用い，また数学文化の保持者という言栞で算数・数学教育に当たる教師・研究

者を指し，一般論としてであるが次のように述べている（邦訳沓p.282, 原書p.179 ）.

r･･･. このことは様々な圧力団体が発する情報を受け収り，解釈する立場にいなけれぱな

らないということである．さらに，数学文化に関わる我々自身の共同体の内部において数

学文化の諸価値を可能な限り繰り返して明らかにすることに努力するぺきであろう.」

彼はさらに諭を進めて，算数・数学教師は教室で教えることができるように一人前に仕立

てられるだけでなく，これまでの槃団（私注　 教師の所属する学校の教師集団や日常的に

交流している教育研究会等）よりもはるかに広い集団の一員として一人前に社会化される

ことを望んでいる．

木論考は，高橋 誠「かけ算には順序があるのか」（岩波科学ライブラリー180 ，2011，5）

に触発されて記したが， 同書の直接的な批判を意図していない．去る第17 回東北数学教

育学会初夏研究会（2012,5,26,福島市）において，森川幾太郎氏が「かけ算・その指導の移

’り変わりと私たちが行った提案一商橋誠「かけ刄には順序があるのか」を批判的に読むー」との

研究発表があった．この書の出版に対して何らかの反応が必要だと考えていた者にとって

うれしい発表であった．同杏は挑戦的な知名を振りかざしてはいるが，世間一般に余り知

られていない知識を寄せ集めて披ぽすることを目指した書であると見え，またそれらしき

ことも記されてお り，研究物であるとみなし得ない．従って同`書に対するまともな批判や

反論は難しく，上記の森川氏の研究発表［批判的に疏む］はおそらく苦労された結果と思

う．勿論，こういう図書にこのような題名を付して発効すること自体は批判されるべきこ

とである．

森J11氏の発表の際に，この図３は題名，および昨年のある全国紙に描載された書評から

も私の精神衛生上良くなく，体調管理に益しないと判断して意図的に購入しなか
，たとの

意味の発言をした．そんなに長生きしたいのかとの戸なき声もあり得ると思ったが，こう

いう疑問は私にはそぐわない．後日談を述べさせて頂くと，７月 ７日に秋田大学を会場に

開催の秋田算数・数学教育研究集会ではこの図書が話題になるはずだ，なるべきだと考え

て，六月になって結局購入してしまった（ll陣入したのは第４刷である）．

上記の私の発言を・ 旨とみなす者もいるだろうが，要するに学会で名誉会員扱いをされ

ている者ではない現役教師はこの図・ の発行という問題に対して関心を抱くべきであり，

稜極的に発言すべしとの私見の表明に他ならない．児童・生徒や保叢者，さらには一般人

から質問を受けたらどのように答えるつもりなのか．ともかく学校の算数・数学の範囲に

とどまる問題のみを我々は抱えていると考えるべきでない．同書は教育問題を直接的に扱

っているものでないとしても，算数・数学教青に彫響する事柄であることは間違いない．

文化・社会に関わる算数・致学教育の問閣に対する我.々 の従来の対応は適切であったか．

より広い視野のもとで，多方面に目配りをし，文化的・社会的な付託に応えていく心構え
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が必要であ る．
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ｏｆｐａｆａ 仙 ｓf ｓO 　 ｓｕbｓtitｕted fbr ａｎ ａＰｐｌｅ ａｎｄ ａ ｂａｓket r ｅｓｐｃｃtiｖelｙ，

（ ● ● ）， （ ● ● ）， （ ● ● ）.

lhen ｗｅ Ｊａｐａｓs ｅ ｗ ｏｕld apply 111e m ｕltiplication 2 ×3 （一 か ご に つ き ２ こ の リ ン ゴ の ３ か ご 分 ）t ｏ

the ｓitｕａｌｉｏｎ.　 ０ ｎ tｈｅ ｏthe ｒ ｈａｎｄ． ａｎｙ nali ｖｅ Ｅｎｇｌｉｓh ｓpeakel ｓ ｍ ａy ｎｏt apply thi ｓ ｍ ｕltiplcatｉｏｎ，

b ｕtt ｈｅｒｅｖｅrｓｃ ｏrdcr ｍｕlliplicalion 3 ×2 （3 ba ｓkelｓ of 2 ｑPles ）t ｏ tlle abo ｖｅ ｓilｕａliｏIＬ

平成25 年１月25 日の朝日新聞(12 版,35)に乗法の可換性に関する記事が出たが,平成24 年

12 月 １ 口の東北数学教育学会年会(秋田大学)での口頭発表に提出の本論考を同学会年報第

44 号に改変せずに投稿する．

"
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